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『大
無
量
寿
経
』
の
諸
本
に
つ
い
て

堀

祐

彰

一
、
は
じ
め
に

竺
沙
雅
章
氏
に
よ
る
と
、
宋
代
か
ら
元
代
の
大
蔵
経
を
三
つ
の
系
統
に
分
類
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、　
一
つ
日
は
開
宝
蔵
系
で
高
麗
大
蔵
経

（初
離
本
）
。
金
版
大
蔵
経
が
属
す
る

「第

一
類
蔵
経
」、
二
つ
目
は
契
丹
蔵
系
で

房
山
石
経
が
属
す
る

「第
二
類
蔵
経
」、
三
つ
目
は
江
南
諸
蔵
系
統
で
東
禅
寺
版

・
開
元
寺
版

・
思
渓
版

・
積
砂
版

・
普
寧
寺
版
が

属
す
る

「第
三
類
蔵
経
」
で
あ
る
。

『大
無
量
寿
経
』
は
版
本
大
蔵
経
以
外
に
も
、
敦
建
写
本

・
ト
ル
フ
ア
ン
写
本
、
そ
し
て
日
本
の
写
本

・
版
本
が
存
在
す
る
。
本

論
文
で
は
、
そ
れ
ら
の

『大
無
量
寿
経
』
の
諸
本
に
つ
い
て
、
系
統
や
傾
向
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

二
、
『大
無
量
寿
経
』
の
諸
本
と
は

Ａ
、
大
蔵
経
系

一
、
高
麗
大
蔵
経

（再
離
本
）
、
韓
国
海
印
寺
蔵
原
本

『高
麗
大
蔵
経
』

一
一

（線
装
書
局
影
印
　
四
八
五
～
五
〇
四
頁
）
所
収
。

（以
下
、
高
麗
版
と
す
る
）

う
０

４

＾
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二
、
金
版
大
蔵
経

（大

金
版
と
す
る
）

三
、
開
元
寺
版
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
。

四
、
思
渓
版
、
増
上
寺
所
蔵
本
。

五
、
積
砂
版

①
線
装
書
局
本
、
『積
砂
大
蔵
経
』
所
収
。
（以
下
、
線
装
本
と
す
る
）

②
杏
雨
書
屋
所
蔵
本
、
大
阪

・
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
蔵
の
写
真
版
を
用
い
た
。
（以
下
、
杏
雨
本
と
す
る
）

六
、
元
版
大
蔵
経

（普
寧
寺
版
）、
増
上
寺
所
蔵
本
。
〈以
下
、
元
版
と
す
る
）

七
、
明
版
大
蔵
経

（万
暦
版
）、
龍
谷
大
学
所
蔵
本
。
（以
下
、
明
版
と
す
る
）

八
、
清
版
大
蔵
経
、
『新
編
縮
本
　
乾
隆
大
蔵
経
』
所
収
。
（以
下
、
清
版
と
す
る
）

宝
集
寺
相
）、
『中
華
大
蔵
経
』
〈第
九
冊
二
八
番
　
五
八
九
～
五
九
八
頁
）
所
収
。
上
巻
の
み
。
〈以
下
、　

４４

Ｂ
、
石
経
系

一
、
房
山
石
経

（遼
金
刻
経
）
、
「房
山
石
経
』
（中
国
仏
教
協
会
）

Ｃ
、
敦
違
写
本

（ト
ル
フ
ア
ン
写
本
も
含
む
、
以
下
同
）

一
、
ス
タ
イ
ン
本
四
点
。
い
ず
れ
も

『敦
燈
宝
蔵
』
九
所
収
。
（以
下
、
Ｓ
ｌ
本

・
Ｓ
２
本

・
Ｓ
３
本

。
Ｓ
４
本
と
す
る
）

二
、
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
本
六
点
。
『敦
連
大
蔵
経
』

一
九
所
収
。
『敦
燈
遺
書
』
第

一
〇
五
冊
所
収
。
〈以
下
、
中
１
本

。
中

２
本

。
中
３
本

ｏ
中
４
本

。
中
５
本

。
中
６
本
と
す
る
）

三
、
上
海
図
書
館
所
蔵
本

一
点
。
『敦
燈
吐
魯
番
文
献
』
三
所
収
。
（以
下
、
上
海
図
本
と
す
る
）

所
収
。
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四
、
北
一尽
大
学
図
書
館
所
蔵
本

一
点
。
『敦
連
文
献
』

一
所
収
。
（以
下
、
北
京
大
本
と
す
る
）

五
、
ペ
リ
オ
本

一
点
。
『敦
連
吐
魯
番
文
献
集
成
　
法
蔵
敦
燈
西
域
文
献
』
〓
〓

所
収
。
〈以
下
、
ペ
リ
オ
本
と
す
る
）

六
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
プ
ル
ク
支
部
所
蔵
本
三
点
。
〈以
下
、
Ｒ
ｌ
本

。
Ｒ
２
本

・
Ｒ

３
本
と
す
る
）

七
、
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本

一
点
。
（以
下
、
龍
大
本
と
す
る
）

八
、
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本

一
点
。
野
上
俊
静
氏
編

『大
谷
大
学
所
蔵
　
敦
連
古
写
経
』
所
収
。
（以
下
、
大
谷
大
本
と
す
る
）

九
、
「敦
違
秘
笈
』
所
収
本

一
点
。
（以
下
、
秘
笈
本
と
す
る
）

十
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
所
蔵
本

一
点
。
現
物
未
見
。
（以
下
、
Ｂ
本
と
す
る
）

十

一
、
『
二
楽
叢
書
』
所
収
本

一
点
。
（以
下
、
叢
本
と
す
る
）

以
上
の
敦
連
写
本
の
中
、
十
に
つ
い
て
は
、
現
物
未
見
。
藤
田
宏
達
氏
の

『無
量
寿
経
』
の
諸
本
対
照
表
に
依
っ
た
。

Ｄ
、
日
本
写
本

・
版
本

・

一
、
金
戒
光
明
寺
所
蔵
書
写
本
。　
一
二
世
紀
の
書
写
と
見
ら
れ
る
。
（以
下
、
金
戒
光
明
寺
本
と
す
る
）

二
、
清
浄
華
院
所
蔵
書
写
本
。　
一
二
世
紀
の
書
写
と
見
ら
れ
る
。
（以
下
、
清
浄
華
院
本
と
す
る
）

三
、
正
平
六

〈
一
二
五

一
）
年
書
写
本

（存
覚
上
人
書
写
本
）。
（以
下
、
正
平
本
と
す
る
）

四
、
祐
誓
寺
所
蔵
本

（建
仁
四

（
一
二
〇
四
）
年
版
本
）。
日
本
に
お
け
る
現
存
最
古
の
浄
土
教
関
係
の
版
本
。
（以
下
、
祐
誓
寺

本
と
す
る
）

五
、
天
平
六

（七
三
四
）
年
書
写
本
、
巻
上
の
み
、
逸
翁
美
術
館
所
蔵
本
。
聖
武
天
皇
の
勅
願

一
切
経
の

一
部
で
あ
る
と
言
わ
れ

る
。
（以
下
、
天
平
本
と
す
る
）

●́４
●
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六
、
中
尊
寺
本
、
金
剛
峯
寺
所
蔵
本
。　
一
二
世
紀
の
書
写
と
見
ら
れ
、
中
尊
寺
経
と
い
わ
れ
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐４６

七
、
荒
川
経
本
、
下
巻
の
み
、
金
剛
峯
寺
所
蔵
本
。　
一
二
世
紀
の
書
写
と
見
ら
れ
荒
川
経
と
い
わ
れ
る
。
（以
下
、
荒
川
本
と
す
る
）

八
、
七
寺
所
蔵
本
。　
一
二
世
紀
後
半
の
書
写
と
見
ら
れ
る
。
（以
下
、
七
寺
本
と
す
る
）

九
、
七
寺
所
蔵
本
、
上
巻
の
み
。　
一
二
世
紀
後
半
の
書
写
と
見
ら
れ
る
。
（以
下
、
七
寺
上
本
と
す
る
）

以
上
の
日
本
写
本

・
刊
本
の
中
、
五
～
九
は
現
物
未
見
で
あ
る
た
め
、
藤
田
宏
達
氏
の

『無
量
寿
経
』
の
諸
本
対
照
表
に
依
っ
た
。

三
、
諸
本
の
関
係

（
一
）
表
①
に
つ
い
て

現
在
の

『大
無
量
寿
経
』
の
翻
刻
の
最
新
で
あ
る

『浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
（三
経
七
祖
篇
）
（以
下
、
『聖
典
全
書
』
と
す
る
）

所
収
の

『大
無
量
寿
経
』
と
の
字
旬
の
比
較
を
行
い
、
対
照
表
を
作
成
し
た
。
そ
の
対
照
表

（表
①
）
は
、
表
に
示
さ
れ
て
い
る
版

本

・
写
本

・
刊
本
と

『聖
典
全
書
』
の
底
本

（浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
本
山
蔵
版
本
、
以
下
、
蔵
版
本
と
す
る
）
と
の
文
字
の
相
違

の
数
を
示
し
、
そ
の
文
字
の
相
違
が
他
本
で
も
同
じ
字
で
蔵
版
本
と
相
違
し
た
数
を
同
字
数
と
し
、
ま
た
文
字
の
相
違
の
数
全
体
に

お
け
る
同
字
数
の
率
を
同
字
率
と
し
て
表
に
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
字
率
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
対
照
と
す
る
両
本
の
系
統

が
ど
れ
く
ら
い
近
い
か
を
表
し
て
い
る
。

表
の
一
番
上
に
は
諸
本
を
示
し
、
そ
の
下
に
蔵
版
本
と
の
文
字
の
相
違
数
を
示
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
下
の
数
は
、
全
体

・
巻
上
の

み

。
巻
下
の
み
の
文
字
の
相
違
数
で
あ
る
。
引
き
続
き
そ
の
下
は
房
山
石
経
と
の
比
較
を
示
し
た
。
房
山
石
経
は
、
刻
経
石
の
上
部

等
が
剥
落
し
て
見
え
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
、
対
照
と
す
る
テ
キ
ス
ト
と
蔵
版
本
と
の
文
字
の
相
違
と
し
て
い
る
箇
所
の
数
を
は
じ

き
出
し
、
そ
の
数
か
ら
房
山
石
経
で
は
剥
落
し
て
見
え
な
い
文
字
の
数
を
引
い
た
。
つ
ま
り
、
高
麗
版
で
は
文
字
の
相
違
数
三

一
〇
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個
、
房
山
石
経
で
文
字
が
見
え
な
い
数
五
五
個
で
あ
る
か
ら
、
〓
〓

○
か
ら
五
五
を
引
い
て
二
五
六
個
。
高
麗
版
と
房
山
石
経
と
の

同
字
の
数
九
五
を
二
五
六
で
割
っ
て
三
七
％
。
三
七
％
と
い
う
低
い
値
が
同
字
率
で
あ
る
の
で
、
『大
無
量
寿
経
」
に
関
し
て
房
山

石
経
と
高
麗
版
は
違
う
系
統
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。
ま
た
そ
の
下
の
金
版

（巻
上
の
み
）
と
で
は
、
高
麗
版
と
金
版
が

揃
っ
て
蔵
版
本
と
文
字
が
相
違
し
て
い
る
数

一
七
六
個
、
高
麗
版
と
金
版
の
同
字
率
八
九
％
と
あ
る
。
「大
無
量
寿
経
』
に
関
し
て

高
麗
版
と
金
版
は
近
い
系
統
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
以
下
、
開
元
寺
版

。
思
渓
版

・
線
装
本

・
杏
雨
本

・
元
版

・
明
版

・
清

版

・
天
平
本

。
金
戒
光
明
寺
本

。
清
浄
華
院
本

。
中
尊
寺
本

・
荒
川
本

・
七
寺
本

・
七
寺
上
本

・
正
平
本

・
祐
誓
寺
本
に
関
し
て
も
、

同
じ
作
業
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
表
①
で
示
し
た
。

だ
た
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
天
平
本

。
中
尊
寺
本

・
荒
川
本

・
七
寺
本

・
七
寺
上
本
に
つ
い
て
は
、
現
物
未
見
の
た
め
に
藤
田

氏
の
諸
本
対
照
表
を
参
照
し
て
表
①
を
作
成
し
た
。
表
①
で
は
数
値
の
傍
に

（
＊
）
を
記
し
た
。
藤
田
氏
と
は
漢
字

（具
体
字

・
同

字
等
）
の
見
方
が
少
し
相
違
す
る
た
め
、
統

一
的
に
考
察
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（二
）
大
蔵
経
と
日
本
写
本

・
刊
本
の
系
統

①
同
字
率
か
ら
の
検
証

そ
こ
で
、
ま
ず

『大
無
量
寿
経
』
の
諸
本
を
対
照
し
た
表
①
に
示
し
た
同
字
率
を
も
と
に
し
て
、
諸
本
の
系
統
分
け
を
検
証
し
て

い
く
。
高
麗
版
と
金
版
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
九
％
・八
五
％
と
あ
る
よ
う
に
同
字
率
が
高
く
、
同
系
統
と
言
え
る
。
ま
た
、
開
元
寺
版
・

思
渓
版

・
線
装
本

・
杏
雨
本

・
元
版

（以
下
、
江
南
諸
蔵
と
す
る
）
の
な
か
、
開
元
寺
版
以
外
の
諸
本
同
士
の
同
字
率
は
、
八
〇
％

以
上
と
非
常
に
高
い
。
特
に
、
思
渓
版

・
線
装
本

・
杏
雨
本
そ
れ
ぞ
れ
同
字
率
は
九
〇
％
以
上
で
あ
る
。
た
だ
開
元
寺
版
に
お
い
て
　
７

は
思
渓
版

（八
二
％
）
・
線
装
本

（七
五
％
）
・
杏
雨
本

（七
七
％
）
・
元
版

（七
六
％
）
と
少
し
数
値
が
下
が
る
も
の
の
、
江
南
諸

１４
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翻

“
』

４４０
鯛
知
臨
“

昴

1760
(■ )176

(下 )―

74′ 137

７‐。
鯛
７８。
剛
Ⅶ
鯛
�
”

ｎ
０

�
”

ｎ
０

用
η

ｎ
０

９３０
岡
７９０
団
８２０
団

瑚
団

一

一

鋤
団
９６。
鯛
５００
圏

０

鮒
５４
０

296

(■ )173

(下 )123

115′ 237

ａ

島

７４
硼
200
81%

２６９
臨
２６３
酬
５３

鵬

２７‐
％
２８７
鰯

瑚
団
餃
四

“
鰯

則
問
期
間
四
囲
ｍ
間
５１
臨
３

■

６

２‐

コロ

292

(■ )160

(下 )123

115′ 234

２２

綺

７４
硼
３８

躙

２５６
観
加
酬
加
臨

湘
喘

″
螂

珊
幽
餃
郷

“
臨

則
田
瑚
四

ｍ
団
５１
臨

６３
猜

天平本目Iコ

∞
41%

７５
臨

1120
65%)

1360
180

107o
630

1"0
(田:)

54o
(5鋤

５４０
団

1240
630

90
an

250
セ
"0

瑚
鯛

1"0
0円

1230
〔2ゆ
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亜亜謳 目囲コ コヨ困

麟酬阪本との文字の相違欧】
316

(■ )184

(下 )132

５

１９

‐２

３

上

下

２６７
螂
２８８
螂
８１
脇

２７４
臨

６８

電

２７‐
酬
即
岡
Ю
鍋
２

嘉

６

χ

咄
問

０

鮒
５７
鰤

瑚
欄
Ｏ

η
７４
ロ

∞

鍋

８２
禍
６９

璃

９３

跳

２９４
鰯

２７４
酬

２５３
協
爛
鋤

Ю
６

７６
劉
”
鍋
叩
鋼

Ｈ

●^

即
鯛
則
側
７６０
鯛

３

蘭

６

ａ

７７
劉

123′ 251

49'`

∞

島

８‐
鍋
６４

蝸

８９
鍋

２９４
臨
劉
臨
∞

鍋

２６３
臨

Ю
翻
３

嘉

６

４

則
鯛
η
鋼

５

¨゙

８０
欄

１３

●

７６０
剛
５８
臨
７２
劉

120/256

田]

３３

綺

８４
儡
８６
蘭

ｍ

協

翻
瓢
８８
島

“

蘭

独
協

８２
協
２

幅

７

Ｚ

劉
鋤

Ｈ
●

剛
鯛
側
硼
７０
劉

７

“い

２

潟

６

ａ

２

潟

８

２

132/286
46%

２７

』

“
協

２８６
瓢
２６４
観
加
鶴

２６７
鶴
２３８
酬
２３９
酬

ａ
観

Ю
鍋

１

潟

７

ａ

劉
劉

ｎ

●^

５８
臨

８２
劉

68/1“

【コ

７６

鍋

７８
観
８

４‐

８１
鶴
２

脳

８

く

７９
酬
４

滉

７

ま

７４
鰯

７８。
鯛

３

璃

７

ま

剛
側

Ｏ

η
６４
０

０

”
８１
仰

86o
(41"

Ю
劉

７５
硼

１７６
鍋
２７
蘭

３３
鍋

∞
為

∞

鴻

”
翻

８１
翻

Ｏ

η
９５
０

哺
劉

４

いや

０

”
９７
御

７５
鍋
∞
劉

６

璃

０

ま

”
榔
３１

鰯

”
饂

２３

編

２６

鍋

２６

蝸

７３０
鯛
∞
協

６６
郷

則
鯛
側
鯛
１０
劉

Ｈ

“Ｆ

卸
鯛
ｍ
馴

５８
翻

副 亜濶

回ヨロ

奎国

開元寺版

目理国

ロヨ困

: 杏雨本

元版

田ロ

目田

天平本

金戒光明寺本

「
囲目芽困

中尊寺本

荒川本

七寺本

七寺上本

正平本

祐書寺本

1

対

照

と

す

る

諸

本

126

41%

250
81%

!22

30%

121

39,`

116

41%

115

41%

116o
(55"

710
(36%)

64

17%

71

2`嘔

【表
①
】

浄土真宗総合研究 8

(*):現物未見のテキストのため、注意して考察する必要があることを示す。
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『大無二寿経』の諸本について

蔵
以
外
の
も
の
と
比
較
す
る
と
高
い
同
字
率
で
あ
り
、
こ
の
考
察
結
果
に
お
い
て
も
、
江
南
諸
蔵
の
諸
本
は
同
系
統
で
あ
る
こ
と
が
　
５０

確
認
で
き
た
。

日
本
の
写
本

・
刊
本
に
つ
い
て
は
、　
一
つ
の
系
統
と
見
る
よ
り
は
、
ま
ず
、
江
南
諸
蔵
に
近
い
か
、
否
か
で
分
類
し
て
い
く
こ
と

と
す
る
。
天
平
本

ｏ
中
尊
寺
本

・
荒
川
本

・
七
寺
本
の
各
本
と
開
元
寺
版

・
思
渓
版

・
線
装
本

・
杏
雨
本
の
江
南
諸
蔵
の
各
本
と
の

同
字
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
％
以
上
で
あ
る
。　
一
方
、
金
戒
光
明
寺
本

・
清
浄
華
院
本

・
正
平
本

・
祐
誓
寺
本
の
各
本
と
江
南
諸
蔵

の
各
本
と
の
同
字
率
は
三
〇
％
台
と
低
い
。
そ
こ
で
、
両
者
の
系
統
は
違
う
の
で
は
な
い
か
と
仮
定
し
、
天
平
本

・
中
尊
寺
本

。
荒

川
本

・
七
寺
本
を
日
本
Ａ
経
と
、
金
戒
光
明
寺
本

・
清
浄
華
院
本

・
正
平
本

・
祐
誓
寺
本
を
日
本
Ｂ
経
と
分
け
て
考
察
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
す
る
。
七
寺
上
本
に
関
し
て
は
、
高
麗
版
と
の
同
字
率
は
四
六
％
、
金
版
と
は
四
八
％
、
江
南
諸
蔵
の
各
本
と
の
同
字
率

は
四
三
％
前
後
と
は
っ
き
り
と
し
な
い
が
、
天
平
本
と
の
同
字
率
は
五
五
％
、
中
尊
寺
本
と
は
五
〇
％
、
七
寺
本
と
は
五
五
％
と
い

う
こ
と
か
ら
、
七
寺
上
本
は
日
本
Ａ
経
に
近
い
、
と
判
断
し
て
も
良
い
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
日
本
Ａ
経
と
日
本
Ｂ
経
を
検
証
し
て

い
く
。

ま
ず
、
日
本
Ａ
経
と
定
め
た
天
平
本

・
中
尊
寺
本

・
荒
川
本

・
七
寺
本
に
つ
い
て
、
各
本
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
日
本
Ａ
経
と
定
め

た
諸
本
と
の
同
字
率
は
、
日
本
Ｂ
経
と
定
め
た
諸
本
と
の
同
字
率
に
比
べ
て
高
い
。　
一
方
、
日
本
Ｂ
経
と
定
め
た
金
戒
光
明
寺
本

・

清
浄
華
院
本

・
正
平
本

・
祐
誓
寺
本
の
各
本
同
士
の
同
字
率
の
数
値
に
つ
い
て
も
同
様
に
高
い
。
ま
た
、
七
寺
上
本
は
、
高
麗
版
や

金
版
を
対
照
と
し
た
同
字
率
の
数
値
や
江
南
諸
蔵
の
各
本
を
対
照
と
し
た
同
字
率
の
数
値
を
み
て
も
は
っ
き
り
と
し
な
か
っ
た
が
、

日
本
Ａ
経
の
天
平
本

。
中
尊
寺
本

・
七
寺
本
を
対
照
と
し
た
同
字
率
の
数
値
は
比
較
的
高
く
、
日
本
Ｂ
経
の
諸
本
を
対
照
と
し
た
同

字
率
の
数
値
は
低
い
こ
と
か
ら
、
日
本
Ａ
経
に
入
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
『大
無
量
寿
経
』
の
日
本
写
本

・
刊
本

を
仮
に
二
つ
の
系
統
に
分
け
、
日
本
Ａ
経
は
天
平
本

・
中
尊
寺
本

・
荒
川
本

・
七
寺
本

・
七
寺
上
本
と
し
、
日
本
Ｂ
経
は
金
戒
光
明

寺
本

・
清
浄
華
院
本

・
正
平
本

・
祐
誓
寺
本
と
す
る
と
い
う
仮
定
の
も
と
、
考
察
を
続
け
て
い
く
こ
と
と
す
る
。



浄土真宗総合研究 8

②
経
題
と
訳
者
名
か
ら
の
検
討

経
題
と
訳
者
名
に
つ
い
て
は
表
②
に
ま
と
め
た
。
ま
ず
経
題
を
み
る
と
、
高
麗
版
・金
版
。開
元
寺
版
・思
渓
版
・線
装
本
・杏
雨
本
・

元
版
の
大
蔵
経
は
、
巻
上
の
首
題
で

「佛
説
無
量
壽
紅
巻
上
」
と
、
巻
上
の
尾
題
で

「無
量
壽
紅
巻
上
」
と
揃
っ
て
い
る
。
巻
下
の

首
題
で

「佛
説
無
量
壽
糎
巷
下
」
と
揃
っ
て
い
る
が
、巻
上
の
尾
題
は
首
題
と
異
な
り
、
「佛
説
」
の
あ
る
も
の
と
無
い
も
の
が
あ
る
。

訳
者
名
に
つ
い
て
は
、
高
麗
版
金
版
と
江
南
諸
蔵
と
に
分
か
れ
る
。
江
南
諸
蔵
の
各
本
に
は

「天
竺
三
蔵
」
の
語
が
無
い
。

ま
た
注
目
す
べ
き
は
、
日
本
Ｂ
経
の
諸
本
の
す
べ
て
が

「佛
説
無
量
壽
組
巻
上
」
「佛
説
無
量
壽
紅
巻
下
」
と
経
の
首
題

・
尾
題

の
上
下
巻
と
も
に
揃
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。　
一
方
、
日
本
Ａ
経
の
天
平
本
。中
尊
寺
本
・
七
寺
本
で
は
経
題
に

「雙
観
無
量
壽
経
」

と
あ
る
。
「雙
観
無
量
壽
紅
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
本
経
は

『雙
巻
無
量
壽
組
』
と
も
い
う
の
で

「観
」
は

「巻
」

の
音
通
で
あ
り
、
「観
無
量
壽
紅
』
に
ひ
か
れ
た
誤
写
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
、
天
平

一
九
〈七
四
七
）年
に
唐
靖
邁
撰
の
『雙
観
組
疏
』
（『大

無
量
壽
経
疏
』
）
を
書
写
し
た
記
録
が
あ
り
、早
く
か
ら
錯
誤
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
、と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、藤
田
氏
は

「平

安
後
期
の
写
経
に
は
、
た
と
え
ば
天
平
写
経
に
見
ら
れ
る

「雙
観
」
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
奈
良
写
経
か
ら
の
転
写
本
と

推
定
さ
れ
る
も
の
が
多
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
日
本
Ａ
経
と
仮
定
し
た
天
平
本

。
中
尊
寺
本

・
七
寺
本
に
つ
い
て
奈
良
写
経
か
ら
の

転
写
本
と
い
え
る
の
か
と
い
う
考
察
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
す
す
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
日
本
Ａ
経
は
同

一
系
統
で
あ

る
と
い
う
可
能
性
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
と
な
る
。

訳
者
名
に
つ
い
て
は
、
日
本
Ａ
経
で
は
、
脱
落
や
欠
失
の
も
の
も
あ
る
が
、
日
本
Ｂ
経
で
は
、
清
浄
華
院
本
の
巻
下
だ
け
、
正
平

本
の
上
下
両
巻
に
訳
者
名
が
書
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
Ａ
経
と
仮
定
し
た
も
の
の
な
か
、
経
題
が
揃
う
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た
り
、
日
本
Ｂ
経
と
仮
定
し
た
も

の
の
な
か
、
訳
者
名
が
揃
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た
り
す
る
が
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
各
系
統
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
表
記
が
揃
っ
て
い

民
Ｊ



日本 A経 日本 B経

明
　
版

清
　
版

祐
薔
寺
本

コ
ロ
【
“

(註 2)

O

○

本
本
本

中

Ｓ

Ｓ

天
平
本

中
尊
寺
本

荒
川
本

七
寺
本

七
寺
上
本

員

昭
ｒ
』
目
一

清
浄
華
院
本

正
平
本

O O

○ O

○

○

O

O

○ ○ ○ ○

○ ○

中2本
籠大本

大谷大本

O 〔欠落〕
(註 3)

〇

O

Э (註 4)

○ O

○

○ ○ ○

O O

〔脱落〕
(註 5)

O O

O

〔欠落〕

O O

O ○

○ ○

O

○

○

O

O

○

(註 5):

〈註6):

天平本 (巻上のみ)の訳者名について、藤田氏によると、「脱落。但し僧鎧の字が簿
く見える。別筆らしく消した跡あり」と示す (藤田宏達氏論文「『無曇寿経』の日本
最古の版経と写経」参照)。

房山石経の巻下の訳者名について、「曹魏天竺」は剥落していて見えない。

『大無量寿経』の諸本について
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【表
②
】

浄土真宗総合研究 8

(註 1):房山石経は上部が剥落していて見えない。Xはその見えない部分に当たる。
(註 2):明版には巻上の尾題無し 〈以下、「―」とは該当部分が原本に無いことを示す)。

〈註3):中尊寺本の巻下冒頭から「等観三界」 (『聖典全書』49頁 7行日)まで1332字欠
落 (藤田宏違氏論文「浄土二部経の日本古写経」参:[く )。

(註 4):中尊寺本の巻下の尾題について、「雙観」と「書」は右傍書 (同上論文参照)。

O ○ O ○

○

口亜盟 EI至 ヨ ×

ロコ

巻下 1無量壽経書下

社
臨 EII=□

|

1巻下

1訳
者名 1曹魏康僧鎧諄 ○ ○

口
欄
月
日
也

固
日
版

金
　
版

口

四
［喘

目
円
臼

円
鵬
【
¨

杏
雨
本

元

版

(護 1)

×

○囲墓証IIIヨ

首題
「肩扇憂轟票

=壽
経書上

匡]五IIIE□

巻上 口TITE□

〇 ○ 〇 O O O

○

O

× ○ ○

○

○

O
(註 6)

O

○ ○

○

○

口朋五正IIE□

巻上 1無量壽経磐上

匡五五□Ⅲ至コ

[佛説無量壽経上

□]

○ O ○ O O O

× ○1佛説無量壽経書下

匡
=工

正I亜]□

巻下

曽Fヨ 口EmIIコ

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○
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『大無量寿経」の諸本について

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

③
諸
本
に
お
け
る
宇
句
の
相
違
か
ら

字
句
の
相
違
と
は
言
っ
て
も
す
べ
て
を
挙
げ
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
ま
ず

「隔
硼
」
「琥
珀
」
「障
礫
」
「破
黎
」
の
字
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
文
字
は
巻
上
の
な
か
に
何
力
所
か
出
て
く
る
の
で
、
諸
本
を
比
較
す
る
に
は
適
し
て
お
り
、

諸
本
の
特
徴
を
提
え
や
す
い
と
判
断
し
た
。
ま
た
巻
下
の
な
か
に
あ
る
字
句
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
結
果
、
「菩
薩
馨
聞
大
衆
」
の

字
句
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に

「人
天
」
に
つ
い
て
も
付
け
加
え
、
ま
と
め
た
も
の
が
表
③
で
あ
る
。
表
③
で
は
敦
違

写
本
も
含
め
て
い
る
が
、
敦
違
写
本
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る
。

表
③
よ
り
確
認
で
き
る
大
蔵
経
と
日
本
写
本

。
刊
本
の
関
係
で
、
ま
ず
、
金
戒
光
明
寺
本

。
清
浄
華
院
本

・
正
平
本

・
祐
誓
寺
本

と
い
っ
た
日
本
Ｂ
経
に
つ
い
て
、
金
版
と
の
同
字
率
が
八
割
近
く
あ
る
の
が

「砺
饉
」
、
金
版
と
す
べ
て

一
致
が

「陣
篠
」
「破
黎
」

「菩
薩
費
聞
大
衆
」
で
あ
る
。
「陣
礫
」
「攻
黎
」
「菩
薩
聟
聞
大
衆
」
に
お
い
て
は
、
高
麗
版
と
も
す
べ
て

一
致
し
て
い
る
。
日
本
Ａ

経
と
し
た
中
尊
寺
経
と
七
寺
本
と
七
寺
上
本
に
つ
い
て
は
、
開
元
寺
版
と
明
版
と
清
版
と
同
字
数
が
高
い
の
は

「砺
磯
」、
思
渓
版

と
同
字
数
が
高
い
の
は

「琥
珀
」、
江
南
諸
蔵
の
各
本
と
同
字
数
が
高
い
の
は

「陣
硬
」
「菩
薩
督
聞
大
衆
」
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
日
本
Ａ
経
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
系
統
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
日
本
Ｂ
経
に
お
け
る
用
語
の
使
用
例
か
ら
高
麗

版
金
版
の
系
統
に
近
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

④

「人
天
」
と

「天
人
」

系
統
を
み
て
い
く
う
え
で
決
定
的
な
相
違
が
あ
る
。藤
田
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
四
十
八
願
文
の
「人
天
」
の
語
で
あ
る
。
『大

無
量
寿
経
』
全
体
を
み
る
と
、
一
九
カ
所
を
確
認
で
き
る
。
表
③
に
も
示
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
「天
人
」
と
あ
る
の
は
、
房
山
石
経
・
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開
元
寺
版

・
思
渓
版

・
線
装
本

・
杏
雨
本

・
元
版

・
明
版

。
清
版

・
天
平
本

。
中
尊
寺
本

・
七
寺
本

・
七
寺
上
本
で
あ
る
。　
一
方
、
「人

天
」
と
あ
る
の
は
、
高
麗
版

・
金
版

。
金
戒
光
明
寺
本

・
清
浄
華
院
本

・
正
平
本

・
祐
誓
寺
本
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「人
天
」
グ
ル
ー
プ
の
高
麗
版
と
金
版
と
日
本
Ｂ
経
、
「天
人
」
グ
ル
ー
プ
の
房
山
石
経
と
江
南
諸
蔵
と
日
本
Ａ
経
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
結
果
か
ら
、
日
本
Ｂ
経
の
系
統
は
高
麗
版
金
版
の
系
統
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。　
一
方
、
日
本
Ａ
経
の
系
統
に

つ
い
て
は
さ
ら
に
考
証
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
。

（三
）
房
山
石
経
に
つ
い
て

先
ほ
ど
房
山
石
経
を
江
南
諸
蔵

・
日
本
Ａ
経
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
表
①
を
見
な
が
ら
検
証
し
て
い
く
。

江
南
諸
蔵
の
各
本
に
お
い
て
、
房
山
石
経
を
対
照
と
し
た
同
字
率
は
五
〇
％
ほ
ど
で
あ
る
。　
一
方
、
房
山
石
経
に
お
い
て
も
、
江
南

諸
蔵
の
そ
れ
ぞ
れ
を
対
照
と
し
た
同
字
率
は
、
他
の
諸
本
を
対
照
と
し
た
同
字
率
と
比
べ
て
高
い
傾
向
に
あ
る
。
江
南
諸
蔵
の
各
本

と
房
山
石
経
と
の
関
係
は
他
の
諸
本
と
比
較
す
る
と
遠
く
は
な
い
、
と
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
表
①
の
な
か
の
日
本

写
本

・
刊
本
を
み
る
と
、
房
山
石
経
を
対
照
と
し
た
同
字
率
の
数
値
が
高
い
諸
本
は
、
天
平
本

〈五
四
％
）
・
荒
川
本

（五
二
％
）
・

中
尊
寺
本

（四
八
％
）
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
日
本
Ａ
経
の
写
本
で
あ
る
。　
一
方
、
金
版
に
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
日
本
Ｂ
経
に
お

い
て
、
房
山
石
経
を
対
照
と
し
た
同
字
率
は
高
い
数
値
を
示
し
て
い
な
い
。

ま
た

『大
無
量
寿
経
』
の
冒
頭
に
つ
い
て
、
高
麗
版

・
金
版

。
江
南
諸
蔵
の
す
べ
て
の
諸
本
で
は

「我
間
如
是
」
で
は
じ
ま
る
の

に
対
し
、房
山
石
経
は

「如
是
我
聞
」
で
は
じ
ま
る
。
つ
ま
り
、
「如
是
我
聞
」
で
は
じ
ま
る
こ
と
が
房
山
石
経
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

日
本
Ａ
経
の
天
平
本

・
七
寺
本
に
お
い
て
も

「如
是
我
聞
」
で
は
じ
ま
る
。
中
尊
寺
本
は
本
文
の
右
傍
に

「如
是
我
聞
」
と
記
さ
れ

ヽ
６

　́
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貫
Ｊ

て
い
る
よ
う
で
あ
な
。
つ
ま
り
、
日
本
Ａ
経
は
日
本
Ｂ
経
に
比
べ
て
房
山
石
経
に
近
い
、
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
房
山
石
　
１５
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日本A経
日

本

Ｂ

経

注

天
平
本

中
尊
寺
本

七
寺
本

七
上
本

荒
川
本

元

版

匪

踵
□
団

ａ

コ̈

開
元
寺
版

思
渓
版

「
嗜
関
¨

杏
雨
本

房
山
石
経

閥
岡
田

籠
大
本

大
谷
大
本

秘
笈
本

人

天

天

人

天

人

天

人

天

人

11

10

天

人

天

人

天

人

天

人

天

人

天

人

人

天

天

人

天

人

人

天

天

人

天

人

44

l1

11 1114

1013

13

11141414 14
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1313 1313 13
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Ｓ
ｌ
本

Ｓ
２
本

中

４
本

中
５
本

上
海
図
本

北
京
大
本

ペ
リ
オ
本

Ｒ

３

本

天
９

人
０

舶
０

慄
助

碑
０

圏]

ロコ

[1田

「
泊

Ｔ
〓

一Ｌ

□固

目¨
卜
¨

目日

画コ

鵬i]

虎珀

田ヨ

嘔コ

翻
↓

鶴
“

中
２
本

中
３
本

Ｓ
３
本

Ｓ

４

本

中
１
本

天

人
天
人

天

人

天

人

天

人

13 13

歴
囲
熙
睡
当

薔
間
衆
つ

書
肇
大
Ｃ

薩
田
大

書
肇
之
衆

1414

13

ロコ

牌
②

ロコ

ロコ

□]

【表
③
】

浄土真宗総合研究 8

(譲)日本B経 とは、金戒光明寺本・清浄華院本・正平本・祐讐寺本を指す。
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『大無量寿経」の諸本について

経
と
江
南
諸
蔵
の
関
係
を
同

一
系
統
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

「如
是
我
聞
」
と

「我
聞
如
是
」
の
相
違
に
加
え
て
、巻
上
の
尾
題
の
房
山
石
経
が

「佛
説
無
量
壽
糎
巻
上
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

前
述
し
た
よ
う
に
江
南
諸
蔵
の
各
本
で
は

「無
量
壽
組
巻
上
」
と
な
っ
て
い
る
。
首
題

・
尾
題

・
訳
者
名
に
関
し
て
も
、
房
山
石
経

は
見
え
な
い
部
分
が
多
い
の
で
、
そ
の
す
べ
て
を
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
唯

一
見
え
て
い
る
箇
所
は
相
違
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
房
山
石
経
と
江
南
諸
蔵
の
系
統
は
違
う
の
で
あ
る
が
、
『大
無
量
寿
経
』
に
関
し
て
は
文
字
の
異
同
、
同
字
率
を
見

る
と
両
本
は
遠
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（四
）
敦
建
写
本
の
系
統

敦
連
写
本
は
房
山
石
経
に
も
っ
と
も
近
い
と
言
わ
れ
る
が
、
ま
た
西
域
か
ら
は
、
開
宝
蔵
系
や
契
丹
蔵
系
と
江
南
諸
蔵
系
の
写
本

の
断
片
が
出
土
し
て
い
る
、
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
こ
で
敦
建
写
本
の
系
統
に
つ
い
て
、
開
宝
蔵
系
統

（高
麗
版
金
版
の
系
統
）
か
、

契
丹
蔵
系
統

（房
山
石
経
の
系
統
）
か
、
江
南
諸
蔵
に
近
い
系
統
か
を
検
討
し
て
い
っ
た
。

ま
ず
、
経
題
に
つ
い
て
表
②
で
示
し
て
お
い
た
。
巻
上
の
尾
題

（中
２
本

・
龍
大
本

。
大
谷
大
本
）
と
巻
下
の
尾
題

（中
５
本

・

Ｓ
２
本

・
Ｓ
３
本
）
し
か
な
い
。
巻
上
の
尾
題
で
は
、
中
２
本

・
龍
大
本
と
も
に

「無
量
壽
紅
巻
上
」
と
あ
り
、
高
麗
版

・
金
版

・

開
元
寺
版

・
思
渓
版

・
線
装
本

・
杏
雨
本

・
元
版
と
同
じ
で
あ
る
。
大
谷
大
本
で
は

「佛
説
無
量
壽
紅
上
」
と
あ
る
が
、
単
に

「巻
」

を
脱
字
し
た
と
考
え
る
と
、
「佛
説
無
量
壽
紅
巻
上
」
の
房
山
石
経
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
下
の
尾
題
で
は
、
中
５
本
。Ｓ
２
本
・

Ｓ
３
本
が

「無
量
壽
紅
巻
下
」
と
あ
り
、
高
麗
版

・
開
元
寺
版

・
思
渓
版

・
元
版
と
同
じ
で
あ
る
。

前
に
系
統
を
み
て
い
く
う
え
で
決
定
的
な
相
違
と
し
て
挙
げ
た

「天
人
」
か

「人
天
」
か
に
つ
い
て
、表
③
に
も
示
し
た
よ
う
に
、

該
当
箇
所
の
あ
る
敦
燈
写
本
の
す
べ
て

（中
１
本

。
中
２
本

。
中
３
本

・
中
４
本

。
Ｓ
４
本

。
大
谷
大
本

・
秘
笈
本
）
は

「天
人
」

で
あ
る
。
そ
の
他
の
敦
燈
写
本
に
つ
い
て
は
、
該
当
箇
所
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
り
、
前
の
大
蔵
経
と
日
本
写
本

・
刊
本
の
系
統
分
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け
の
よ
う
に
、
「天
人
」
か

「人
天
」
か
で
系
統
分
け
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
表
④
を
作
成
し
、
さ
ら
に
検
討
を
す
す

め
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
表
の
見
方
は
表
①
と
同
様
と
し
、
前
に
掲
げ
た
敦
建
写
本
の
な
か
、
短
い
断
片
本
に
つ
い
て
は
表
に
示
さ

ず
、　
一
八
本
の
敦
違
写
本
を
対
象
と
し
た
。
表
③
と
並
行
し
て
見
な
が
ら
、
敦
違
写
本
の
系
統
の
考
察
を
進
め
て
い
っ
た
。
表
③
で

は

「驀
僣
」
「琥
珀
」
「陣
礫
」
「岐
黎
」
「菩
薩
聾
聞
大
衆
」
の
字
に
つ
い
て
、
前
と
同
様
に
用
例
数
を
示
し
て
い
る
。
表
の
見
方
で

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
、大
蔵
経
と
日
本
写
本
・刊
本
を
考
察
す
る
時
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
た
の
だ
が
、例
え
ば

「碍
僣
」

で
あ
れ
ば
、
諸
本
に
よ
っ
て
５
つ
の
字
体
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
文
で
は
蔵
版
本

（『聖
典
全
書
』
の
底
本
）
の
字
体
で
す
べ

て
を
表
し
て
い
る
。
例
え
ば
北
京
大
本
に
お
い
て
、
「驀
磯
」
を
み
て
い
く
と
、
『大
無
量
寿
経
』
全
体
で

「隅
磯
」
は

一
四
例
あ
る
が
、

北
京
大
本
で
は
そ
の
な
か
、
八
例
が
含
ま
れ
、
す
べ
て

「馬
増
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。　
一
四
例
中
八
例
と
い
っ

た
の
は
北
京
大
本
は
経
の

一
部
分
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
他
本
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
「琥
珀
」
の
場
合
は

『大
無
量
寿
経
』

全
体
の
四
例
中
、
北
京
大
本
は
三
例
が
あ
り
、
「虎
醜
」

一
例
と

「虎
珀
」
二
例
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
表
④
の
下
部
に
は

諸
本
の
系
統
、
諸
本
の
系
統
と
推
測
で
き
る
も
の
を
示
し
た
。
表
③
で
の
使
用
字
の

一
致
数
の
多
い
も
の
、
す
な
わ
ち
同
字
数
の
多

い
も
の
が
、
必
ず
し
も
表
④
で
同
字
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
そ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
は
他
の
用
例
を
み
な
が
ら
、
慎
重
に
判

断
し
た
が
、
そ
れ
で
も
断
定
し
づ
ら
い
も
の
に
関
し
て
は
表
中
の
系
統
の
部
分
に
、
一
応
の
系
統
を
示
し
た
後
に

「？
」
を
付
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
敦
違
写
本
の
系
統
に
つ
い
て
、
契
丹
蔵
系
統

（房
山
石
経
の
系
統
）
だ
け
で
な
く
、
開
宝
蔵
系
統

（高
麗
版
金

版
の
系
統
）
も
あ
り
、江
南
諸
蔵
に
近
い
系
統
、
つ
ま
り
江
南
諸
蔵
の
祖
本
に
近
い
写
本
も
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

（五
）
日
本
写
本

・
刊
本
と
敦
建
写
本

藤
田
氏
は

「平
安
後
期
の
写
経
に
は
、
〈中
略
）
奈
良
写
経
か
ら
の
転
写
本
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
（中
略
）
全
体
と
し
て

蔵
経
本
よ
り
は
敦
建
本
・ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
本
の
系
統
と
近
似
し
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
写
本
・

●
一

″０
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42,`
17
46% 67% 35%

42,`

35%42%
19
51%

32,`42%
17
46%

15
41%

56
37,6

56
37%

15
41%

48,`

20%

42%

61
3696

57
4C"る

45,`
15
41% 39,`

61
43%

開宝蔵
系統

契丹蔵
系統

開宝蔵
系統

開宝蔵
系統?

北京大 R3本 龍谷大 大谷大 秘笈本

135 169 14361 42 11

16/50
32%

12/37
32%

5/10
5("る

11

4/10
40,`

45%

43/69
62%

64/136
47%

43/117
37%

51
3896

81
48,` 35%

30
47%

13
31% 55%

55% 50%
91
54%

61
43%

39
61%

２２
鍋

７

％

２

４４ 64%

42% 55% 64% 36% 37% 43%

45% 36%
50
37%

71
42%

64% 36,` 37%
71
42%

５
錦 27% 33%

40%36% 39% 44%

39
41%

26
41%

17
40%

67,`

47
40%

26
41%

67%
39
41%

26
41%

56% 40% 36%

489`

17
40%

70
41%

6
169` 33,。

17
18%

5
45%

3
27%

39
29%

40
30%

72
54%

22
169`

55
41%

48
36%

15
36%

5

459`
3

27%

5

45%
田

52%
71
50%

15
23%

11

26,6
1

9%
4

36%
29
17%

26
18%

4

36%
62
37'6

60
42%

3
27%

64
38%

45
31%

16
38% 37% 27%

27,637%56% 39% 36%

5496

37%

32
52%

8
19%

5
45%

32
33,`

23
36%

18
43%

3
27%

40
42%

19
45%

5

45,6

35
36%

21
33%

16
38%

4

36%
7

64%
49
36%

76
45%

21
33,6

11
30% 78%

20
21%

12
32%

３
鋳

16
43%

43%
14

38,` 44,`

48% 44%

42,`
３
鍋

429`

55% 37%
79
47% 38%

67%
10
10% 52%

３
協

52%

江南諸
蔵系統

ｌ
鰯 36,6 27%

36% 36,`
25
31%

江南諸
蔵系統?

圃ヨヨ
罠 ヨ

契丹蔵
系統

7896

開宝蔵
系統

38% 55%

江南諸
蔵系統

開宝蔵
系統

ペリオ Rl本

３
鰯

r大無壼寿慟 の諸本について

160



【表
④
】
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中 1本 中 2本 中 3本

【全体】 106 101 170 119

対

日

と

す

る

諸

本

房山石経
38ノ92
41'`

47ノ 114
41%

22/30
73%

33/79
41%

73/134
54%

38/94
40%

百:]ロ
42
40%

38
33%

48
36,`

11

31%
48
48%

56
47%

墨ロ
11

31% 46%
72
61%

開元寺版
64
60%

56
49%

73
54%

25
71%

59
58%

86
51%

54
45,6

目囲ロ
63 57 74

55%5CXる 5()%

視薔困
53 46 61

45%50,` 40%

杏雨本
56 52

45%
67
50%53%

罰目
53
50%

47
4196

61
46,6

匪lロ
50
47%

44
38%

58
43%

ロロ
49
46%

43 57
37% 43%

24
69%

57
56%

78
46%

50
42%

24
69%

57
56%

78
46%

48
40'6

24
69%

57
56%

78
46%

48
4(1る

24
69%

58
57,`

77
45%

46
39%

22
63,(,

55
54%

71
42%

41
34%

56
55%

71
42%

41
34%

天平本
23
66%

49
49%

95
56%

63
53%

金戒光明寺本
19
18%

20
17%

26
19%

2
5%

12
12%

29
17%

26
22%

清浄華院本
23
22%

24
21%

41
31%

B
23%

19
19%

29
17%

57
48%

中尊寺本
42
40%

43
37%

41
31%

19
54%

47
47%

66
39%

47
39%

荒川本
51
48%

49
439`

67
5C"る

七寺本
45
42%

七寺上本

正平本
9
8%

祐誓寺本
48
45,6

霊] 江南諸
蔵系統

45
39%

62
46%

22
63%

51
50,`

80
47%

57
48%

20
57%

53
52%

81
48%

52
44%

10
9%

16
12%

5
14%

19
19%

65
38%

57
48%

48
42%

64
48%

5
14%

21
21%

69
41%

62
52%

江南語蔵
系統

'

江南諸
蔵系統

契丹蔵
系統

江南諸
蔵系統

契丹蔵
系統

囲自]
系統
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r大無量寿働 の諸本について

刊
本
は
敦
違
写
本
の
系
統
と
同
じ
く
唐
代
の
中
原
仏
教
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
も
の
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。　
　
　
　
６２

鉢^
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
■

そ
こ
で
、
『大
無
量
寿
経
』
の
出
世
本
懐
の
文
の
前
半
部
分
、
「如
来
以
無
蓋
大
悲
衿
哀
三
界
」
の
箇
所
を
見
て
い
く
。
「如
来
以

無
蓋
大
悲
衿
哀
三
界
」
の
中
の

「無
蓋
大
悲
」
は
、
高
麗
版

・
金
版

。
開
元
寺
版

・
思
渓
版

・
杏
雨
本

・
元
版

・
明
版

・
清
版
で
は

「無
壺
大
悲
」
と
あ
っ
て
、
線
装
本
で
は

「毎
笙
口大
悲
」
と
あ
る
が
、
親
鸞
聖
人
は

『教
行
証
文
類
』
「教
文
類
」
の
引
文
で
は

「無

蓋
大
悲
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
藤
田
氏
は
、
「親
鸞
が
は
た
し
て
ど
の
よ
う
な
系
統
の

『無
量
寿
経
』
を
依
用
し
て
い

た
の
か
、
究
明
す
べ
き
問
題
が
生
じ
、
そ
れ
は
流
布
本
と
蔵
経
本
の
異
読
に
関
わ
る
こ
と
が
判
明
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
蔵
版
本

で
は

「無
蓋
大
悲
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
蔵
経
の
な
か
、
線
装
本
だ
け
が

「無
害
大
悲
」
で
あ
る
。
「害
」
は

「蓋
」
の
音
通
字

と
も
解
釈
で
き
る
が
、
敦
違
写
本
の
、
中
１
本
で
は

「無
蓋
大
悲
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
親
鸞
聖
人
は
複
数
あ
る
経

本
の
な
か
、
「無
蓋
大
悲
」
と
書
か
れ
た
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
て
、
『教
行
証
文
類
』
「教
文
類
」
の
該
当
箇
所
を
書
か
れ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
で
き
る
。

本
論
文
で
は
原
則
的
に
具
体
字
を
正
字
に
変
更
し
て
表
に
示
し
て
い
る
が
、
「碍
僣
」
の

「硝
」
に
つ
い
て
、
天
平
本
で
は

「惣
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

（表
で
は
正
字
で

「喘
」
と
示
し
た
）。
他
本
を
み
る
と
、
「惣
」
と
表
記
し
て
い
る
の
は
、
中
尊

寺
本
で
は

一
箇
所
だ
け
で
あ
り
、
敦
違
写
本
で
は

「隔
磯
」
が
該
当
す
る
す
べ
て
の
テ
キ
ス
ト

（中
２
本

。
中
３
本

。
中
４
本

・
北

京
大
本

・
Ｒ
３
本

・
龍
大
本

。
大
谷
大
本

・
秘
笈
本
）
の
す
べ
て
の
文
字
が

「惣
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
中
尊
寺
本
の
他
の

部
分
や
七
寺
本
や
七
寺
上
本
で
は

「咄
」
あ
る
い
は

「磯
」
を
、
高
麗
版

・
金
版

ｏ
日
本
Ｂ
経
で
は

「喘
」
を
用
い
て
い
る
が
、
江

南
諸
蔵
の
各
本
で
は

「踏
」
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
「琥
珀
」
に
つ
い
て
金
戒
光
明
寺
本
・清
浄
華
院
本
。正
平
本
・祐
誓
寺
本
と
い
っ

た
日
本
Ｂ
経
で
は
、
「虎
碗
」
が
使
わ
れ
、
敦
燈
写
本
と
同
じ
字
で
あ
る
。
房
山
石
経
や
高
麗
版
等
の
大
蔵
経
の
す
べ
て
と
天
平
本

を
含
め
た
日
本
Ａ
経
で
は
、
「琥
珀
」
あ
る
い
は

「虎
珀
」
が
使
わ
れ
、
「虎
醜
」
が
使
わ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
無
い
。
即
ち
、
奈

良
写
経
で
あ
る
天
平
本
で
確
認
で
き
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
敦
燈
写
本
や

一
部
の
日
本
写
経
で
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
字
体
と
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言
え
る
。
後
に
挙
げ
る

「懃
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「惣
」
に
つ
い
て
は
、
奈
良
写
経
が
中
国
唐
代
の
経
典
の
諸
相
を
忠
実
に
伝
え
て
い
る
文
字
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
方
、
「虎
晩
」
の
よ
う
に
、
敦
燈
写
本
や

一
部
の
日
本
写
経
で
共
通
し
て
使
わ
れ
て
い
る
字
体
が
、
奈
良
写
経
で
は
確
認
出
来
な

い
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
成
立
の
古
い
段
階
に
属
す
る
内
容
が
存
在
す
る
と
言
わ
れ
る
開
元
寺
版
、
な
ら
び
に
天
平
本
だ
け
が
、
「瑠

璃
」
の
四
箇
所
に
お
い
て
、
「流
離
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
の
時
代
背
景
等
に
つ
い
て
も
考
慮

し
な
が
ら
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
写
本

・
刊
本
は
、
敦
燈
写
本
の
系
統
と
同
じ
く
唐
代
の
中
原
仏
教
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
も
の
の
影
響
を
受

け
て
い
る
可
能
性
を
示
す
こ
と
が
出
来
た
。

（六
）
日
本
Ｂ
経
に
つ
い
て

日
本
Ｂ
経
と
し
た
金
戒
光
明
寺
本

・
清
浄
華
院
本
・
正
平
本

・
祐
誓
寺
本
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
関
係
性
に
つ
い
て
窺
う
。
ま
ず
、

書
写
の
形
式
を
み
る
と
、
金
戒
光
明
寺
本
は
、
各
巻
の
第

一
紙
の
み
二
六
行
、
第
二
紙
以
降
は
二
七
行
で
、　
一
行

一
七
字
。
清
浄
華

院
本
は
、
各
巻
の
第

一
紙
の
み
二
四
行
、
第
二
紙
以
降
は
二
五
行
で
、　
一
行

一
七
字
。
祐
誓
寺
本
は
、
各
巻
の
第

一
紙
の
み
二
三
行
、

第
二
紙
以
降
は
二
四
～
二
五
行
で
、
一
行

一
七
字
で
あ
る
。
ま
た
、
正
平
本
は
、
半
葉
六
行
、
一
行

一
七
字
で
あ
る
。
『大
無
量
寿
経
』

全
体
の
八
七
箇
所
の
改
行
箇
所
を
詳
細
に
み
る
と
、
金
戒
光
明
寺
本
の
讃
仏
偏
で
は
、　
一
行
四
句

（
一
六
字
）
で
は
な
く
、　
一
行
が

一
五
～

一
七
字
と
乱
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
、
金
戒
光
明
寺
本
と
祐
誓
寺
本
は
全
く
改
行
箇
所
が
同
じ
で
あ
っ
た
。
掲
以
外

の
本
文
で

一
行

一
八
字
の
箇
所
も
両
本
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
清
浄
華
院
本
に
お
い
て
も
、　
一
行

一
八
字
の
箇
所
は

一
七
字
に
整
え
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
両
本
と
も
同
じ
改
行
箇
所
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
正
平
本
で
は
改
行
箇
所
の
相
違
は
六
箇
所
あ
り
、
そ
の
　
３

内
訳
は
、
五
箇
所
で
改
行
箇
所
の
追
加
、　
一
箇
所
で
改
行
し
て
い
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１６



『大無量寿経」の話本について

ま
た
、
表
①
を
見
る
と
、
金
戒
光
明
寺
本
と
清
浄
華
院
本
と
祐
誓
寺
本
と
正
平
本
と
の
同
字
率
は
高
い
。
そ
の
な
か
特
に
、
金
戒

６４

光
明
寺
本
に
お
い
て
祐
誓
寺
本
と
の
同
字
率
九
六
％
と
非
常
に
高
い
。
祐
誓
寺
本
と
は
、
建
仁
四

（
一
二
〇
四
）
年
の
日
本
に
お
け

る
現
存
最
古
の
浄
土
教
関
係
の
版
本
で
あ
る
。
祐
誓
寺
本
の
な
か
、
注
目
す
べ
き
字
は

「懃
」
で
あ
る
。
「勤
苦
」
「勤
精
進
」
等
で

用
い
ら
れ
る
「勤
」
が
、祐
誓
寺
本
で
は

「懃
」
と
い
う
字
を
用
い
て
い
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
諸
本
の
ほ
と
ん
ど
が

「勤
」
と
な
っ

て
い
る
が
、金
戒
光
明
寺
本
に
お
い
て
も

「懃
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『大
無
量
寿
経
』
に
関
し
て
で
あ
る
が
、金
戒
光
明
寺
本
、

或
い
は
金
戒
光
明
寺
本
と
同
系
統
の
本
が
、祐
誓
寺
本
の
底
本
と
な
っ
た
と
断
言
し
て
良
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、敦
建
写
本
〈上
海
図
本
・

ペ
リ
オ
本

ｏ
中
５
本

・
Ｓ
ｌ
本

・
Ｓ
２
本

・
Ｓ
３
本

・
秘
笈
本

。
大
谷
大
本
）
の
当
該
箇
所
の
ほ
と
ん
ど
に
お
い
て
、
「懃
」
と
な
っ

て
い
る
こ
と
も
大
変
興
味
深
く
、
日
本
写
本

・
刊
本
と
敦
建
写
本
と
の
関
係
を
み
て
い
く
上
で
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
べ
き
こ
と

で
あ
ろ
う
。

四
、
小
結

以
上
の
よ
う
に

『大
無
量
寿
経
』
の
諸
本
に
つ
い
て
、
文
字
の
異
同
等
に
注
目
し
つ
つ
、
竺
沙
氏
の
分
類
に
基
づ
き
な
が
ら
、
系

統
分
け
を
試
み
た
。

ま
ず
、本
論
文
で
取
り
上
げ
た
『大
無
量
寿
経
』
の
日
本
写
本
・刊
本
に
つ
い
て
、
日
本
Ａ
経
と
日
本
Ｂ
経
に
分
類
し
た
。
す
な
わ
ち
、

文
字
の
異
同
か
ら
は
じ
き
出
し
た
同
字
率
、
さ
ら
に
経
題

・
訳
者
名
か
ら
お
お
ま
か
な
系
統
の
相
違
を
見
出
し
、
表
③
に
挙
げ
た
用

語
の
使
用
例
に
お
い
て
、
金
戒
光
明
寺
本
と
清
浄
華
院
本
と
正
平
本
と
祐
誓
寺
本
の
日
本
Ｂ
経
が
完
全
に
合
致
す
る
こ
と
、
各
本
の

行
数
や
字
数
や
改
行
箇
所
が
同
じ
、
或
い
は
非
常
に
類
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
日
本
Ｂ
経
は
同
系
統
で
、
そ
れ
以
外
の
天
平

本
や
中
尊
寺
本
や
荒
川
本
や
七
寺
本
や
七
寺
上
本
と
い
つ
た
日
本
Ａ
経
と
系
統
を
分
け
た
。
さ
ら
に
具
体
的
な
系
統
と
な
る
と
、
さ

ら
に
考
証
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
が
、
日
本
Ｂ
経
は
開
宝
蔵
系
統
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
を
示
し
て
お
く
。



一
方
、
日
本
Ａ
経
の
方
は
、
日
本
Ｂ
経
の
系
統
と
は
相
違
す
る
だ
ろ
う
。
契
丹
蔵
系
統

（房
山
石
経
系
統
）
か
、
江
南
諸
蔵
に
近

い
系
統
か
に
つ
い
て
の
判
断
は
難
し
く
、
絞
り
込
む
こ
と
は
出
来
な
い
。
経
題
や
経
の
冒
頭
部
分
が
房
山
石
経
と
同
じ
く

「如
是
我

聞
」
で
あ
る
天
平
本
や
七
寺
本
、
そ
の
両
本
と
荒
川
本
や
七
寺
上
本
は
そ
れ
ぞ
れ
同
字
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
日
本
Ａ
経
は

房
山
石
経
の
系
統
で
あ
る
契
丹
蔵
系
統
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
Ａ
経
は
江
南
諸
蔵
の
各
本
と
の
同
字
率
が
高
い

こ
と
か
ら
江
南
諸
蔵
の
祖
本
に
近
い
系
統
と
も
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
『大
無
量
寿
経
』
の
敦
違
写
本
に
つ
い
て
、
表
④
に

一
応
の
系
統
を
示
し
た
。
つ
ま
り
、
敦
違
写
本
は
契
丹
系
統
が
多
い
、

と
い
う
竺
沙
氏
の
指
摘
に
対
し
て
、
開
宝
蔵
系
統
や
江
南
諸
蔵
に
近
い
系
統
も
含
ま
れ
る
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。
ま
た
、
敦
捏
写

本
と
江
南
諸
蔵
の
各
本
と
の
同
字
率
を
み
る
と
、
開
元
寺
版
や
思
渓
版
が

一
番
高
い
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
江
南
諸
蔵
の

祖
本
と
敦
燈
写
本
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
江
南
諸
蔵
に
近
い
系
統
が
あ
る
と
示
し
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
開
元
寺
版
と
房
山
石
経
と

一
部
の
敦
燈
本
は
、
天
平
本
と
同
系
統
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
文
字
の
異
同
を
見
て
る
と
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
も
見
ら
れ
な
く
も
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
、
東
禅
寺
版
も

含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『大
無
量
寿
経
』
に
つ
い
て
の
諸
本
の
系
統
分
け
を
考
察
し
た
。
こ
れ
ら
の
系
統
分
け
は

『大
無
量
寿
経
』
に

つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
『観
無
量
寿
経
』
や

『阿
弥
陀
経
』
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
く
と
、
さ
ら
に
新
た
な
こ
と
が
見
い
出
せ

る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
も
う
少
し
漢
字
に
厳
密
に
、
各
本
の
字
体
を
突
き
あ
わ
せ
て
、
諸
本
を
比
較
し
て
い
く
と
新
た
な
展
開

が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
実
際
に
原
本
の
写
真
等
で
披
見
出
来
て
い
な
い
諸
本
に
つ
い
て
も
、
漢
字
の
字
形
や
経
の
体

裁
等
も
含
め
て
考
証
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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『大無量寿経」の諸本について

〔附
記
〕

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
藤
田
先
生
に
は

『浄
土
三
部
経
の
研
究
』
（岩
波
書
店
　
二
〇
〇
七
年
二
月
）、
「『無
量
寿
経
』
の
日
本

最
古
の
版
経
と
写
経
」
（『印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
五
号
　
一
九
九
〇
年

一
〇
月
）、
「浄
土
二
部
経
の
日
本
古
写
経
」
（『印
度
哲
学
仏

教
学
』
第
二
二
号
　
二
〇
〇
七
年

一
〇
月
）
に
つ
き
ま
し
て
、
論
考
を
す
す
め
て
い
く
う
え
で
、
大
い
に
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
論
文
で
取
り
上
げ
た
諸
本
に
関
し
ま
し
て
、
金
戒
光
明
寺

・
清
浄
華
院

・
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

・
増
上
寺

・
祐
誓
寺

・
龍
谷
大

学
図
書
館
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
機
関
当
局
な
ら
び
に
関
係
の
方
々
よ
り
使
用
許
可
を
頂
き
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。
ま
た
、
京
都
国
立
博
物
館

・
宮
内
庁
書
陵
部
の
所
属
機
関
当
局
な
ら
び
に
関
係
の
方
々
よ
り
、
資
料
の
複
写
の
便
宜
を
は
か
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
や
プ
ロ
グ
等
で
掲
載
さ
れ
た
所
蔵
資
料

の
無
断
転
載
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
各
所
属
機
関
の
関
係
の
方
々
は
そ
の
対
応
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
無
断
転
載
を
慎

ん
で
頂
く
よ
う
申
し
添
え
て
お
き
ま
す
。

ま
た
、
本
論
文
に
お
い
て
当
研
究
所
研
究
員
の
佐
々
木
大
悟
氏
に
多
大
な
る
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

な
お
、
各
先
生
方
の
敬
称
に
つ
き
ま
し
て
は
、
博
士
を
取
得
さ
れ
て
い
る
先
生
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
本
論
文
で
は
氏
で
統

一
し
ま

し
た
。

【註
】

（１
）
竺
沙
雅
章
氏
著

『宋
元
仏
教
文
化
史
研
究
』
（二
〇
〇
〇
年
　
汲
古
書
院
）

（２
）
『中
華
大
蔵
経
』
所
収
の
諸
本
は
主
と
し
て
金
蔵
広
勝
寺
本
を
底
本
と
し
て
い
る
が
、
『大
無
量
寿
経
』
の
底
本
は
金
蔵
大
宝
集
寺
本
で
あ
る
。
金
版

大
蔵
経
は
広
勝
寺
本

・
大
宝
集
寺
本
の
他
に
、
興
国
寺
本

・
天
寧
寺
本
が
あ
る
と
言
わ
れ
る

（『中
華
大
蔵
経
』
冊

一
（折
り
込
み
別
冊
）
「中
華
大

蔵
経
漢
文
部
分
内
容
簡
介
」
参
照
）。

（３
）
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
大
蔵
経
は
、
藤
田
宏
達
氏
著

『浄
土
二
部
経
の
研
究
」
（岩
波
書
店
　
二
〇
〇
七
年
）
の
諸
本
対
照
表
で
示
さ
れ
て
い
た
よ
う

＾
０

＾
０



に
福
州
版
で
あ
り
、
東
禅
寺
版
と
開
元
寺
版
の
混
合
版
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
開
元
寺
版
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

（椎
名
宏
雄
氏
著

『宋

元
版
禅
籍
の
研
究
』
大
東
出
版
社
　
一
九
九
二
年
　
二
〇
二
頁
）。
な
お
、
『無
量
寿
経
』
の
巻
首
に
開
元
寺
版
で
あ
る
旨
の
題
記
が
あ
る
の
で
、
本

論
文
で
は

「開
元
寺
版
」
と
表
記
を
統

一
し
た
。

ま
た
、
出
来
れ
ば
東
禅
寺
版
も
用
い
て
論
考
を
す
す
め
た
か
っ
た
が
、
東
禅
寺
版
を
大
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（４
）
本
論
文
に
お
い
て
、
①
線
装
書
局
本
、
②
杏
雨
書
屋
蔵
本
の
二
本
を
積
砂
版
と
し
て
出
し
た
。
杏
雨
書
屋
蔵
本
の

『平
等
覚
経
』
で
は
思
渓
版
の
文

章
が
混
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
元

。
明
版
の
文
章
に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る
巻
も
存
在
し

（椎
名
宏
雄
氏
著

『宋
元
版
禅

籍
の
研
究
』

二
六
三
～
二
七
三
頁
参
照
）、
純
粋
な
碩
砂
版
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
本
論
文
で
は
積
砂
版
と
し
て
扱
っ
た
。

ち
な
み
に
、
①
線
装
書
局
本
に
つ
い
て
は
、
藤
田
宏
達
氏
は
二
〇
〇
七
年
時
点
で
は
、
用
い
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（５
）
『積
砂
大
蔵
経
』
全

一
二
〇
冊
　
線
装
書
局
　
二
〇
〇
四
年

一
〇
月

（６
）
『佛
教
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
年
報
』
第
二
・
三
号
所
収

（
一
九
八
四
年
二
月

・
一
九
八
五
年
二
月
）

（７
）
本
論
文
に
お
い
て

『明
代
大
蔵
経
史
の
研
究
』
（野
沢
佳
美
氏
著
　
汲
古
書
院
　
一
九
九
八
年
）
を
参
照
し
た
。

（８
）
『新
編
縮
本
　
乾
隆
大
蔵
経
』
台
北

・
新
文
豊
出
版
　
五
七
三
～
六
〇
七
頁

（９
）
房
山
石
経
は
主
に
隋
代

‥
唐
代

・
遼
代
の
も
の
が
あ
り
、
『大
無
量
寿
経
』
に
つ
い
て
は
、
藤
堂
恭
俊
氏
に
よ
る
と
、
遼
の
第
八
代
皇
帝
道
宗
の
清
寧
二

年
か
ら
四
年

（
一
〇
五
六
年
か
ら

一
〇
五
八
年
）
頃
の
刻
造
と
推
定
さ
れ
て
い
る

（『仏
教
大
学
轟
路
７文
化
研
究
所
年
報
』
第
五
号
　
一
九
八
八
年
）。
刻

経
石
の
上
部
が
剥
落
し
て
い
る
の
が
惜
し
ま
れ
る
が
、
巻
下
の
経
題
の
下
に
刻
ま
れ
て
い
る

「服
」
と
い
う
字
は

『契
丹
大
蔵
経
』
の
峡
番
号
で
あ
り
、

『房
山
石
経
』
は
契
丹
蔵
系
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る

（藤
田
宏
達
氏
著

『浄
土
二
部
経
の
研
究
』
五
五
五
～
五
五
六
頁
）。
ま
た
、

竺
沙
雅
章
氏
に
よ
れ
ば
、隋
唐
の
時
代
の
石
経
は
縦
長
の
大
き
な
碑
だ
が
、遼
代
の
後
半
に
な
る
と
、横
長
の
小
ぶ
り
の
石
経
に
な
る
、と
述
べ
て
い
る

（『宋

元
仏
教
文
化
史
研
究
』
二
八
七
頁
）
こ
と
か
ら
も
、
「大
無
量
寿
経
』
の
石
経
は
縦
長
の
も
の
な
の
で
、
遼
代
前
半
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

第
二
期
の
遼
金
時
代
の
石
経
は
、
契
丹
蔵
が
底
本
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
何
故
遼
代
後
半
に
入
る
と
形
状
が
変
わ
る
の
か
。
ま
た
、
氣
賀
澤
保
規
氏

は
竺
沙
氏
の
説
に
対
し
て
、
遺
代
に
再
出
発
し
た
刻
経
事
業
に
雲
居
寺
が
所
蔵
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
大
蔵
経
が
ど
う
関
与
す
る
の
か
等
、
や
や
は
っ

き
り
し
な
い
印
象
を
受
け
る
と
し
、
雲
居
寺
所
蔵
の
唐
代
大
蔵
経
を
前
面
に
出
す
こ
と
で
、
雲
居
寺
の
位
置
お
よ
び
契
丹
大
蔵
経
べ
の
影
響
を
見
直
す
こ

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
述
べ
て
い
る

（気
賀
澤
保
規
氏
編

『中
国
仏
教
石
経
の
研
究
―
房
山
雲
居
寺
石
経
を
中
心
に
―
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会

一
九
九
六
年
　
八
九
頁
）。
筆
者
も

『大
無
量
寿
経
」
の
房
山
石
経
に
つ
い
て
疑
間
に
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（１０
）
上
海
図
書
館
所
蔵
本
に
つ
い
て
、
藤
田
宏
達
氏
は
二
〇
〇
七
年
時
点
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（Ｈ
）
北
京
大
学
図
書
館
蔵
本
に
つ
い
て
、
藤
田
宏
達
氏
は
二
〇
〇
七
年
時
点
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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『大無量寿慟 の諸本について

（
１２
）
『敦
建
秘
笈
』
所
収
本

（『無
量
寿
経
』
巻
下

（断
片
））
は
、
二
〇
〇
九
年
二
月
に
杏
雨
書
屋
か
ら

『敦
違
秘
笈
』
影
片
九
冊
に
お
い
て
公
刊
さ
れ
　
６８

た
。
東
洋
学
の
泰
斗
で
あ
っ
た
羽
田
亨
氏
の
旧
蔵
に
か
か
る
敦
爆
文
庫
の
集
成
で
あ
る
。
藤
田
宏
達
氏
は

『浄
土
二
部
経
の
研
空
ご

（二
〇
〇
七
年
　
　
１

五
四
七
頁
）
に
お
い
て
、
李
盛
鐸
旧
蔵
の
北
魏
写
本

『無
量
寿
経
』
巻
下
は
、
現
在
実
物
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
言
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

落
合
俊
典
氏
は

「李
盛
鐸
と
敦
建
秘
笈
」
（『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
十
二
巻
第
二
号
　
平
成
十
六
年
二
月
）
に
お
い
て
、
近
年
、
注
目
し
て
い

る

『敦
建
秘
笈
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
『敦
建
秘
笈
』
所
収
本
に
つ
い
て
、
藤
田
宏
達
氏
は
二
〇
〇
七
年
時
点
で
は
用
い
ら
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
１３
）
藤
田
宏
連
氏
著

『浄
土
二
部
経
の
研
究
』
「附
章
　
浄
土
二
部
経
の
諸
本
対
照
表
　
１
、
『無
量
寿
経
』
の
諸
本
対
照
表
」
の
三
四
～
七
〇
頁
を
全
体

的
に
参
照
し
た
。

（
１４
）
以
上
の
日
本
写
本

・
刊
本
の
中
、
金
戒
光
明
寺
本

・
清
浄
華
院
本

・
正
平
本

・
祐
誓
寺
本
に
つ
い
て
は
、
披
見
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
本
論
文

で
取
り
上
げ
た
。
ま
た
、
天
平
本

・
中
尊
寺
本

・
荒
川
本

・
七
寺
本

・
七
寺
上
本
に
関
し
て
は
、
註

（
１５
）
で
示
す
藤
田
氏
の
論
文
中
に
あ
る
校
勘

表
で
取
り
上
げ
て
い
た
の
で
、
本
論
文
に
お
い
て
扱
う
こ
と
と
し
た
。

（
１５
）
藤
田
宏
達
氏

「『無
量
寿
経
」
の
日
本
最
古
の
版
経
と
写
経
」
（『印
度
哲
学
仏
教
学
」
第
五
号
　
一
九
九
〇
年

一
〇
月
）
の

一
八
～
二
九
頁
に
お
け
る

天
平
本
の
校
勘
表
に
拠
っ
た
。
藤
田
宏
達
氏

「浄
土
二
部
経
の
日
本
古
写
経
」
（『印
度
哲
学
仏
教
学
」
第
二
二
号
　
二
〇
〇
七
年

一
〇
月
）
の
七
～

二
五
貢
に
お
け
る
中
尊
寺
本

・
七
寺
本

・
七
寺
上
本

・
荒
川
本
の
校
勘
表
に
拠
っ
た
。

（
１６
）
『浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
（三
経
七
祖
篇
）
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所

（教
学
伝
道
研
究
室
聖
典
編
纂
担
当
）
編
薬
、
本
願
寺
出
版
社
よ

り
二
〇

一
三
年
二
月
に
出
版
さ
れ
た
。
『浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
（三
経
七
祖
篇
）
所
収
の

『大
無
量
寿
経
」
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
本
山
蔵
版

本
を
底
本
と
し
て
い
る
。
藤
田
宏
違
氏
著

『浄
土
二
部
経
の
研
究
』
（「諸
本
の
解
説
」

一
四
五
頁
）
に
よ
る
と
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
本
山
蔵
版

本
は
流
布
本
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
１７
）
藤
田
宏
達
氏
に
よ
れ
ば
、
天
平
本

ｏ
中
尊
寺
本

・
荒
川
本

・
七
寺
本

・
七
寺
上
本
の
日
本
写
経
の
中
に
は
、
誤
字

・
脱
字

・
術
字
等
が
多
く
、
訂
正

の
符
号
や
欄
外

・
行
間
の
訂
正
字
が
多
い
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
異
体
字
が
非
常
に
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
藤
田
氏
の
判
断
で
、
特
別
な
場
合
を
除

い
て
必
要
な
限
り
現
行
の
旧
字
体
に
改
め
た
と
さ
れ
る
。
本
論
文
に
お
い
て
は
、
原
則
的
に
は
藤
田
氏
の
校
勘
表
の
な
か
、
誤
字

・
脱
字

・
衛
字
と

思
わ
れ
る
も
の
は
採
用
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
天
平
本
に
つ
い
て
は
、
親
文
字
の
上
下
左
右
に
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
字
も
藤
田
氏
の
校
勘
表
に
示

し
て
あ
っ
た
が
、
そ
う
よ
う
な
校
合
書
入
れ
は
平
安
時
代
の
筆
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
本
文
の
親
文
字
の
み
を
採
用
し
た
。

（１８
）
藤
田
氏
は

『浄
土
二
部
経
の
研
究
』
「附
章
　
浄
土
二
部
経
の
諸
本
対
照
表
　
几
例
」
に
お
い
て
、
漢
字
の
異
体
字
等
の
判
断
の
基
準
を
示
し
て
い
る
。

Ｔ
万
、
筆
者
は
出
来
る
だ
け
異
体
字
と
判
断
す
る
こ
と
を
避
け
る
よ
う
に
し
つ
つ
も
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
煩
瑣
と
な
る
こ
と
も
考
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慮
し
な
が
ら
、系
統
分
け
の
重
要
な
判
断
の
も
と
に
な
る
の
で
慎
重
に
行
っ
た
。
最
低
限
の
具
体
字
の
判
断
と
し
て
、
「難
字
大
鑑
」
編
集
委
員
会
編
『異

体
字
解
読
字
典
』
（柏
書
房
　
一
九
八
七
年
）、
李
圭
甲
編

『高
麗
大
蔵
経
異
体
字
典
』
（高
麗
大
蔵
経
研
究
所
　
二
〇
〇
〇
年

一
二
月
）、
黄
征
著

『敦

違
俗
字
典
』
（上
海
教
育
出
版
社
　
三
〇
〇
五
年
五
月
）、
活
重
規
主
編

『敦
建
俗
字
艶
置

（台
北

・
石
門
図
書
公
司
　
一
九
八
七
年
八
月
）
等
の
書
を

参
照
し
、
適
宜
取
捨
し
た
。
具
体
的
に
は
、
「妓
」
と

「伎
」、
「花
」
と

「華
」、
「膳
」
と

「幡
」、
「勤
」
と

「懃
」、
「続
」
と

「遠
」、
「果
」
と

「菓
」、

「燿
」
と

「曜
」、
「脇
」
と

「脅
」、
「健
」
と

「健
」、
「校
」
と

「校
」、
「支
」
と

「枝
」、
「編
」
と

「遍
」
、
「屏
」
と

「丼
」
な
ど
に
関
し
て
藤
田

氏
は
異
体
字

（俗
字

・
略
字

・
音
通
字
等
も
含
む
）
と
し
て
文
字
の
相
違
と
見
な
い
と
し
て
い
る
が
、
本
論
文
で
は
以
上
の
よ
う
な
文
字
の
相
違
も

系
統
分
け
の
判
断
に
は
必
要
と
し
、
文
字
の
相
違
の
数
に
入
れ
た
。

（
１９
）
竺
沙
氏
は
分
類
の
根
拠
と
し
て
、
版
式
と
千
字
番
号
の
違
い
で
分
け
て
い
る
が
、
本
論
文
で
は
同
字
率
か
ら
系
統
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う

と
す
る
視
点
で
考
察
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
開
元
寺
版
以
降
の
大
蔵
経
の
諸
本
す
べ
て
を
対
象
と
す
る
と
、
煩
瑣
に
な
る
た
め
、
明
版
と
清
版
を
除
い
た
思
渓
版

・
線
装
本

・
杏
雨
本

・

元
版
の
江
南
諸
蔵
を
対
象
と
し
て
考
察
を
す
す
め
て
い
く
。

（２０
）
こ
の
分
類
分
け
は
同
字
率
を
も
と
に
日
本
写
本
刊
本
の
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
江
南
諸
蔵
そ
の
も
の
が
日
本
の
ど
の
写
本

に
影
響
を
与
え
た
の
か
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

（２１
）
金
版
は
巻
上
の
み
、
巻
下
は
無
い
。

（２２
）
『第
八

一
回
大
蔵
会
展
観
目
録
　
浄
土
教
と
平
安
写
経

・
七
寺
の
世
界
』
（平
成
九
年
）
の
解
題
を
参
照
。

（２３
）
藤
田
宏
達
氏
著

『浄
土
二
部
経
の
研
究
』
五
九
二
頁

（２４
）
藤
田
宏
達
氏
著

『浄
土
二
部
経
の
研
究
』
五
八
四
頁

（２５
）
荒
川
本
は
巻
下
の
み
。
「人
天
」
の
箇
所
は
無
い
。

（２６
）
前
掲
藤
田
氏
論
文

「『無
量
寿
経
」
の
日
本
最
古
の
版
経
と
写
経
」
参
照

（２７
）
た
だ
し
、
開
元
寺
版
と
思
渓
版
以
降
の
大
蔵
経
の
文
字
が
異
な
り
、
房
山
石
経
や
日
本
Ａ
経
と
が
同
じ
字
で
あ
る
ヶ
ｌ
ス
を
十
数
例
確
認
で
き
る
。

藤
田
宏
達
氏
は
、そ
の
開
元
寺
版
と
房
山
石
経
と

一
部
の
敦
建
本
は
、天
平
本
と
同
系
統
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（『浄
土
二
部
経
の
研
究
』
五
八
四
頁
）。

そ
れ
に
つ
い
て
、
『続
高
僧
伝
』
の
福
州
版
の
中
に
、
高
麗

（再
離
）
本
や
思
渓
版
と
相
違
す
る
語
句
や
段
落
部
分
が
あ
り
、
そ
れ
は
日
本
古
写
経
本

と
ほ
ぼ

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
福
州
版
に
は
成
立
の
古
い
段
階
に
属
す
る
内
容
が
存
在
す
る
、
と
い
う
近
年
の
発
表
の
内
容
と
合
致
す
る
。
（伊

吹
敦
氏

「『続
高
僧
伝
』
の
増
広
に
関
す
る
研
究
」
『東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
七
号
　
一
九
九
〇
年
、
斉
藤
達
也
氏

喘
８
８
８
ｏ
ｏ
Ｆ
訂

【
ｏ
コ∞
●
Ｌ
　
９

お
２
８

ｏ
『

，
ｏ
”●
Ａ
Ｆ
【
〕
ｏ
¨
８
一
〓
ｏい
ｏ
「
”
ヨ
ロ
ｏユ
〓
ｏ
ヨ
芥
続
高
僧
伝

¨
■
¨，
”
∂
８
∽
ｏ
ヨ
〓
ｏ
ｃ
一ｏ
∞
８
ｏ
〓
く
ｏ
ゆ
ｘ
ロ
コ
Ｓ
●
¨
玄
実

ヨ
，

ｏ
ａ
ｒ
Ｒ
〓
　
１６



『大無量寿経」の諸本について

らａ
ｎ●
ｏ，
『国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
紀
要
』
第

一
六
号
　
二
〇
〇
二
年
、
池
麗
梅
氏

「『続
高
僧
伝
」
テ
キ
ス
ト
の
変
遷
―
写
本
か
ら
刊
本
へ
」
二
　
７０

０

〓
二
年

一
〇
月
五
日

「公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
宋
版
大
蔵
経
研
究
の
現
在
」
講
演
資
料
集
　
参
照
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

（２８
）
竺
沙
雅
章
氏
著

『宋
元
仏
教
文
化
史
研
究
」
「第
二
部
宋
元
版
大
蔵
経
の
系
譜
　
第
二
章

『開
宝
蔵
」
と

『契
丹
蔵
』

一二
『契
丹
蔵
』
の
版
本
上
の
位
置
」

三
二
三
～
三
二
九
頁

（２９
）
竺
沙
雅
章
氏

「西
域
出
土
の
印
刷
仏
典
」
（『龍
谷
大
学
西
域
研
究
破
書
４
　
旅
順
博
物
館
蔵
ト
ル
フ
ア
ン
出
土
漢
文
仏
典
研
究
論
文
集
』
所
収
　
二

〇
〇
六
年
三
月
）

一
一
八
貢

（３０
）
つ
ま
り
、
江
南
諸
蔵
の
祖
本
に
近
い
敦
違
写
本
と
い
う
意
味
で
の
系
統
で
あ
る
。

（３１
）
Ｒ
２
本

・
Ｂ
本

・
叢
本
に
関
し
て
は
、
文
字
の
相
違
の
数
が
少
な
く
、
表
２
に
は
表
さ
な
か
っ
た
。

（３２
）
こ
こ
で
は
異
体
字
を
通
行
体
に
変
更
し
て
表
に
示
し
て
い
る
。

（３３
）
本
論
文
で
は
、
高
麗
版
は
再
離
本
な
の
で
、
表
④
に
開
宝
蔵
系
統
と
示
し
た
敦
建
写
本
に
お
い
て
、
金
蔵
の
同
字
率
は
高
い
が
、
高
麗
版
の
同
字
率

は
そ
れ
程
高
く
な
い
も
の
も
あ
る
。

（３４
）
藤
田
宏
達
氏
著

『浄
土
二
部
経
の
研
究
』
五
九
二
～
五
九
四
頁

（３５
）
最
近
、
日
本
古
写
経
本
の
な
か
、
奈
良
写
経
の
転
写
本
で
は
な
い
開
宝
蔵
か
ら
の
転
写
本
も
存
す
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
（楊
嬉
嬉
氏

「日
本
古
写

経
本

『出
三
蔵
記
集
』
の
系
統
に
つ
い
て
―
興
聖
寺
本
を
中
心
に
―
」
『印
度
学
佛
教
学
研
究
』
第
六
二
巻
第

一
号
　
平
成
二
五
年

一
二
月
）

（３６
）
『浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』

一　
一二
経
七
祖
篇
　
十
九
頁

（３７
）
『浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
一
一　
宗
祖
篇
上
　
十

一
頁

（３８
）
藤
田
宏
達
氏
著

『浄
土
二
部
経
の
研
究
』
五
五
八
頁

（３９
）
藤
田
氏
は

「無
養
大
悲
」
と
読
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
「無
蓋
大
悲
」
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る

（『浄
土
二
部
経
の
研
究
』
附
章
浄
土
二
部
経

の
諾
本
対
照
表
　
三
八
頁
）。

（４０
）
天
平
本
と
中
尊
寺
本
と
七
寺
本
と
七
寺
上
本
に
つ
い
て
は
、
被
見
す
る
機
会
を
得
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
藤
田
氏
の
校
勘
表
に
拠
っ
た
。

（
４１
）
こ
の
考
察
の
方
向
に
つ
い
て
は
、
橋
本
貴
朗
氏

「古
写
経
の
中
の
異
体
字
」
（『
い
と
く
ら
』
第
五
号
　
二
〇
〇
九
年

一
二
月
　
九
頁
　
参
照
）
よ
り

ヒ
ン
ト
を
得
た
。

（４２
）
偏
の
最
初
と
最
後
は
含
め
た
が
、
掲
の
中
で
の
改
行
は
含
ま
な
い
。
願
文
の
中
で
の
改
行
、
巻
末
に
お
け
る
本
文
と
尾
題
の
間
の
改
行
は
含
む
。

（４３
）
藤
堂
祐
範
氏
著

『浄
土
教
版
の
研
究
』
（山
喜
房
佛
書
林
　
一
九
七
六
年
二
月
）
二
五
～
二
六
頁
　
参
照

（４４
）
藤
田
宏
達
氏
著

『浄
土
二
部
経
の
研
究
』
五
八
四
頁
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